A Memorandum on the Tomb Inscription of Ni-jun by 葛 継勇
『祢軍墓誌』についての覚書  
一附録：唐代百済人関連石刻の釈文一  






















（l）董延寿、趨振華氏の論文「洛陽、亀山、西安出土的唐代百済人墓誌探索」（『東北史地』2007年2期）にて、『祢   
宴進墓誌』が初めて公表された。  





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































N→1ヒQ「轟」悪′拝聞掴割当量「衆」○   
まず、九行目の「聖」の上に二字の空格があり、これは「聖上」即ち皇帝の避詳のために、空  
格を入れたのであろう。例えば、『佳祐甫墓誌』（制作年代は建中元年［780］）にある「聖上」の  
























は次の行になり、「平出」処理も見られる。   
〈168〉『祢軍墓誌』についての覚書一附録：唐代百済人関連石刻の釈文一（葛）   
上述の銘文の避詳と空格についてまとめてみると、『 祢軍墓誌』には、 二字の空格が見られる
のは六か所あり、 また「平出」されているのはー か所である。 これらの処理方法は、 唐代の墓誌
の避韓習慣に一致していて、標準的であるO
なお、十二行目と十四行目の「帝」に空格や「平出」処理 が見られない。 十二行目の「簡帝」
とは、「簡在帝心」の略語で、『 論語・嘉日』に「帝臣不蔽、 簡在帝心。」とあり、 唐の王勃 『 常





『 祢軍基誌』の銘文は、「初唐四傑」と言われる王朝�(649，-..，675?)、 楊畑(650，-..，692)、 慮照隣
(632，-..，695) と賂賓王(626，-..，684?) 四人と同じ時代の人、 またはその四人から強く影響を受け




管見の限り、 百済滅亡後、 唐に帰伏して朝廷に仕えた百済人の墓誌は、以下に挙げ たように九
点ある。 その中に、西安で出土したものは五点、洛陽及びその周辺で出土したものは四 点である。
なお、 出土年代順に列挙する。(表 1 :中国で出土した唐代百済人墓誌一覧表)
ちなみに、河南省 洛陽龍門石窟第O八七七窟左 側に「一文郎将妻扶儀氏敬造」などの銘文があ
る。 この「扶儀氏」は百済出身者だと言われる。 また、山西省太原 市天龍寺の石窟第十五窟には
「大唐口部将軍功徳記」という造像石刻があるO この欠損した文字は現在「勿」という字だと言
われるO 銘文によって、 勿部将軍即ち勿部殉という人が神龍二年(706) に親族のために造った
というO 勿部殉は 『 唐大詔令集』巻 百三 十に収録する「命挑崇等北伐制」に記され、 出身が不明
であるが、「本枝東海J と 「内 子楽浪郡夫人黒歯氏」などの銘文によって百済出身者だと思われ
るO なお、以上の二点石刻は墓の中に埋葬される墓誌ではなく、仏教造像記である。
そして、『 故投降首領諾思計墓誌 J(制作年代は天宝七載 [748J) にある「扶飴 府大首領」銘文





嗣磯王李種の王妃である。彼女は、 扶飴 徳嘩(扶儀氏の父) の娘、 即ち①扶齢隆の孫であるO ② 
黒歯常之は、 ③黒歯俊の父で、 百済滅亡後、 ①扶飴隆と共に帰伏して唐朝廷に仕えた人であるO
⑦祢素士と③祢仁秀と⑤祢寒進の三 墓は品という文字の形で並んでいる。⑦祢素士は⑧祢仁秀の
専修大学東アジア世界史研究センタ一年報 第6号 2012年3月< 169 > 
表1、 中国で出土した唐代百済人墓誌一覧表
番号 墓誌名 制作年 収蔵機関 出土地 出土年 備注
① 扶齢隆墓誌 永淳元年 (68 2) 蓋 は 開封博物館 、 誌 石 洛陽市 1919 
は河南省博物院 (鄭州)
② 黒歯常之墓誌 聖暦元年 (698) 江蘇省南 京博物院 洛陽市 1929 蓋 は不明
③ 黒歯俊墓誌 神龍二年 (7 06) 江蘇省南 京博物院 洛陽市 1929 蓋 は不明
④ 難元慶墓誌 開元廿二年 (7 34) 河南省魯山 県文化舘 河南省魯山 県 196 0 
⑤ 祢寒進墓誌 戚亨三年 (67 2) 河南 省洛陽 理工学院 文 西安市 2000 洛陽 に移さ
物倉庫 れた
⑥ 扶齢 氏墓誌 開元廿六年 (7 38) 陳西省考古文物研究院 西安市 2004 
⑦ 祢素士墓誌 景龍二年 (7 08) 陳西省西安市考古文物研究所 西安市 201 0  
⑧ 祢仁秀墓誌 天宝九年 (7 5 0) 陳西省西安市考古文物研究所 西安市 201 0  
⑨ 祢軍基 誌 儀鳳三年 (678) 不明 西安市 不明 拓本 のみ公
表さ れた











世は、 ①扶鈴隆、 ②黒歯常之、 ⑤祢寒進、難汗(�難 元慶墓誌』による) と⑨祢軍の五人であるO
また、 扶鈴 徳埠(扶鈴隆の子)、難武(難汗の子)、⑦祢素士(祢寒進の子) らは来唐百済人の二




朝鮮半島に伝わり、 さらに日本に伝来し、 東 アジア諸国にかなり影響を及ぼした。(2)このような
性質を有する墓誌は、 制作当時の政治体制・社会習俗・文化意識を研究する上で一次の生史料と
(2)日本 の墓誌 は、 新川登亀男 氏 が、 中 国で「墓誌 」と命名さ れた 墓誌 が出現す る以前 の墓誌形態 のも の 、 また は
「墓誌 」発生期 のも の に準ず るも の で あ ると指摘さ れた 。 また 、 日本 の墓誌 は制作年 代が七世紀後半から八世紀
前半ま で に集中す ることから 、 中 国的な墓誌 が基本形を維持す る日本列島型墓誌 の衰退を促したとい う指摘 が
興 味深い (新川登亀男 、 2007年) 。 日本列島型墓誌 の特徴及びそ の発生期 、 盛行期 、 衰退期 が、 中 国 の墓誌とど
のよ うな連動関係 が あ る のかなど の問題 は、 日本木簡 の盛行期 の遅 れと閉じよ う に見ら れて 、 再検討す べ き で
あ ろ う 。
< 170> r祢軍墓誌』についての覚書一附録:唐代百済人関連石刻の釈文一 (葛)
して注目されている。唐で亡くなった外国人も、墓誌制作を通して、自分なりの帰属意識を表し  
た。2004年に発見された日本人遣唐使井真成、帰服して唐に仕えた百済人祢軍なども、その例外  


































『遣唐使・井真成の墓誌』、ミネルヴァ書房、2006年9月）、「“日本”国号東亜登場時間考一対中国実物資料及中   
日文戯的比較」（『鄭州大学学報（哲学社会科学版）』2011年6期）を参照されたい。  
専修大学東アジア世界史研究センター年報 第6号 2012年3月〈171〉   
誌・⑨祢寒進墓誌とほぼ同じであるO
第二に、 死去後の贈官について、黒歯常之と扶鉢 隆は贈られたが、祢軍は祢寒進と同様に贈ら
れなかった。 扶鈴隆・黒歯常之に比べ、 材、寒進・祢軍二人は、 身分が低い、 またはそれほど重視
されていないことが分かるO





第四に、 墓の場所について、 扶鈴隆と黒歯常之との二 人の墓は、洛陽北の亡日山にあるO 現存の
唐人墓誌からみると、 官位の高低を問わず、 その時期、 洛陽北の郎山に葬られた唐人が多い。
「生在蘇杭、 葬在北亡ß(生まれは蘇[州] と杭[州]、 葬りは[洛陽J �Iヒの亡日[山] に在り)J と言われ
ているように、 郎山の辺りは理想的な埋葬地だ と古くから意識されている。 祢軍と祢寒進との二
人の墓は、 都西南の高陽里 (原 ) にある。 後に述べるように、 儀鳳三 年(678) 以前に、 長安城















墓誌文に記されている「右 威衛将軍」は、祢軍の死去前、 獲得した最高の官職である。 右威衛
とは唐代の十六衛府の一つで、あり、 上将軍は定員一人、 従二 品、大将軍は定員一人、 正三品、 将
軍は定員二人、 従三品であり、 宮禁の宿衛を掌るというO 貞 元二年に初めて上将軍を置いたこと
から、祢軍が任じた将軍は、 右威衛府の二番目の高官で、品位は従三品であるO
< 172 > r祢軍墓誌』についての覚書一附録:唐代百済人関連石刻の釈文 (葛)
ところで、 管見の限り、 百済の滅亡の際唐に帰服して仕えた百済人が任じた官職は、 扶飴隆が
一番 高く、 正三品上の「熊津都督、 光線大夫、 太常卿、 帯方郡王」であり、 また永淳 元年(682)
十 二月に亡くなった後、 正二品の輔国大将軍を贈られている。 次に、 黒歯常之は正三品下の「左
武威衛大将軍、 検校左羽林衛、 燕国公」であって、 亡くなった九年後の聖暦元年(698)に、 左
玉鈴衛大将軍(正三品上)を贈られているO そして、 祢寒進は正三品の「左威衛大将軍」である。
したがって、 祢軍が亡くなった後、 官職を贈られていないし、 黒歯常之と扶飴隆、 祢寒進など
の三人より、 官職が低いことが分かるO 扶飴隆はかつて百済国の王子であったことから、 高い官





任じられた。 ちょうど、 同じ年十 一月に、 祢軍は従三品の「右威衛将軍」に昇叙したのであるo
ちなみに、「弘文館学士兼検校本衛長史」王行本という人は祢軍の葬式に監護 させられた。 も














『 祢軍墓誌』には、「公は、 諒は軍、 字は温」とあるO 議と字は皆一文字であるが、 唐に帰服し
た後、 改めた唐風の名前(1唐名J)か、 元の百済の名前(1百済名J)か、 判断しがたい。
また、 続きの記載に、「曾祖福、 祖誉、 父善、 皆是本藩一品、 官号佐 平」とあるように、 祢軍
の曾祖父の名前は福、 祖父は誉、 父は善だと記されていて、 これらの名前も皆一文字であるO 朝
鮮半島出身の人が入唐してから、 名前が一文字になった例があるから(李成市氏のご教示による)、
祢軍の一族は、 もとの名前が二文字(または三文字)あり、 唐に帰服してから、 一文字になった
可能性があるO
ちなみに、 『祢寒進墓誌』には、「祖は左平誉多、 父は左平思善、 並びに蕃宮正一品」とあるよ
うに、 祢寒進だけでなく、 祖父と父の名前は二文字である。 百済での官職は一品の「左平J(佐
専修大学東アジア世界史研究センタ一年報 第6号 2012年3月< 173 > 
平とも）であるし、姓も祢であることから、ほぼ同じ時代の人物である左平誉多と左平恩喜ば、  
それぞれ佐平誉と佐平善とも書かれるのだろう。つまり、祢軍（613～678）と祢寛進（615～672）  

































重視されていたのであろう。   
佐平は、百済六佐平十八部体制に中心的な地位を持っている（鄭東俊、2011年）。武王代（600～   































より官位高い官職を授けられたのではないか。   
祢軍がなぜ従三晶の「右威衛将軍」に任じられたのか、東アジア諸国においてどんな役割を果  
たしたのかという問題について、後考を待たれたい。  
（4）これについては、董延毒、趨振撃氏と挿根興氏、金栄官民が2008年にすでに指摘した（萱延毒、趨振華、2007   
年；挿根興、2008年；［韓］金栄官、2007年）。卓見であるが、根拠が不足であったため、王連龍氏がこれに反   
論して、祢軍＝祢植という説を出した（王連龍、2011年）。  
専修大学東アジア世界史研究センター年報 第6号 2012年3月〈175〉   



































語になる。『史記・司馬相加伝』にある「秋田乎青丘、彷檀乎海外。」とあり、『晋書・天文志』   
〈176〉『祢軍墓誌』についての覚書一附録：唐代百済人関連石刻の釈文－（葛）   
に「青丘七星、 在惨東南、蛮夷之国号也」とあるO また、 張守節 『史記正義』に「青丘園、 東海
東 三百里 。」とあるように、 東方の国名であり、 さらに朝鮮半島を指す単語となるo r惰書・場帝
京己』に収録する「徴高麗詔J(大業八年正月壬午)に「又青丘之表、 威惰職貢。 碧 海之演、 同裏
正朔。」とある。『祖堂集』巻十 七「東国通暁大師伝」に「亭亭戒月、 光流玄菟之城 。校校 意珠、
照徹青丘之境。」とある。
ちなみに、「青丘」はよく石刻に出てくる。 例えば、『祢寒進墓誌』に「馳声槍 海、 数節青丘。」
とあり、『 泉男生墓誌』には「皇帝照彼青丘、亮其丹懇。」とある。 崖彦橋(868--944)r高麗国演
州普賢山地蔵禅院故国師朗円大師悟 真 之塔碑銘 J(制作年代は天福五年[940J七月)には「今則高
懸金鏡、普照青郎。」とある。 現在、「青丘J I青郎」を用いて朝鮮半島を指す用例はよく見られ
るが、 この発生源は、 古代中国の文献であると言えようO
また、「熊水」とは、 熊川のことで、『 三国史記』巻 二十 三「百済本紀第一」には、I(温砕王十
三年)八月、 遣使馬韓、 告選都。 遂画潰定彊場、 北至河、南限熊川、 西窮大海、 東極走壊。」と
あるO 現在、 錦江(韓国忠清道)と呼ばれている川がある。 ただ 、 ここで「熊J とは形が大きく
強いことを表わす言葉であろう。「丹」とは朱色 の意味で、「丹渚」とは、 江掩(444--505年)
「赤虹賦』に「昏青苔子丹渚、 暖朱草子石路」とあるが、 地名としては、 不明である。
以上の分析からみると、「青丘」と「熊水」とは、 朝鮮半島にあるが、 現在「鯨山」と「丹渚」
とは不明である。 したがって、 色 と方位との関係から見ると、「青丘」の「青」は東 (青竜)の







『 旧唐書』巻 三十 八「地理志ー 」によれば、 羅列、|とは、武徳元年(618)に惰 の京兆郡を羅列、|と
改め、 貞観元年(627)には関内 道、 関元元年(713)は京兆府と改名し、 長安県、 万年県などの
二十 二県(r新唐書』は二十 県とある)を管轄したものである。 そのうち、 長安県は、乾封元年
(666)に分割され、乾封県を置き、 県治は懐 真坊(平阿 武夫 『 唐代の長安と洛陽』には懐 貞坊)
にあった。 懐 直坊は朱雀街の西第二 街、 皇城南の第五街である。 長安城 の西南であるから、乾封
県が元の長安県の西南部に当たるのだ ろうO 長安三年(r新唐書」には長安二年とある)に乾封
県が廃され、 再び長安県に併入された。 そのため、 儀鳳三 年(678)に制作された 『祢軍墓誌』
には、 長安県と乾封県が共に現れるO
延寿里第とは、 延寿里(延寿坊)にある邸 第のことであろうO 延寿里(延寿坊)は朱雀街の西
第三 街、 皇城南の第一街である。 北門の西には中書令閤立本(601--673? )、 東 隅には礼部尚書
袈行倹(619--682)などの高官の宅、南門の西に盤徳寺などの寺院があるO 買島(779--843)r延
康吟』詩には「寄居延寿里、 為与延康 隣。 不愛延康 里 、 愛此里 中人」とあるように、買島は延寿
里 (人)が好きである。『 唐両京城坊考』巻四の「延寿坊」条 に、「東南隅附馬都尉斐巽(生卒年
専修大学東アジア世界史研究センタ一年報 第6号 2012年3月< 177 > 
不明、 唐の中宗・香宗の時の人) 宅」に「土地平倣、水木清茂、 為京城 之最」とあるように、 東
南隅附の義行倹宅はかなり住みやすい場所である。 ただ、祢軍の亡くなった場所は延寿坊のどこ
か、 明示されていなし」また、「延寿里第(延寿里 の第)J とあるが、「官第」であれば官邸 であ
り、「私第 JI家第」または「宅第」であれば私邸 であるが、 いずれか不明である。
また、祢軍が儀鳳 三年に葬られた乾封県高陽里 (原 ) は、 長安城 の西南にあり、 かなり有名な
高官や皇族が葬られたといわれるが、管見の限り、 上元元年(674) に亡くなった恭諮太子のほ
か、宰相李呪 (大暦 二年[767J卒 )、 東 都留守章虚心(関元二十九年卒 ) などの高官は儀鳳 三年以
降に亡くなったのであるO ちなみに、乾封元年から儀鳳 三 年までの聞 に亡くなって、「乾封県高
陽里 (原 )J に葬られた人とはっきり記されている人は、 扮 州 隈城 県丞劉満 (垂挟四年[688J卒 )
のほかに見当らない。 また、 処士陳玄徳(永淳 元年卒 )、隆州 司法独孤仁同 (上元元年卒 )、 朝大
夫自大達(威亨元年卒 ) などの人物の墓地は長安県高陽原 とあるが、「乾封県高陽里 (原 )J と同
じではない。 そして、乾封県が置かれる乾封元年の以前、「長安県高陽原 」に葬られた人には、
朝散大夫宋某 (名前不明)(永徽二年卒 )、営州都督上柱国梁郡公子朝請郎薄玄則 (龍朔二年卒 )、
右 掬衛陶後興(顕慶元年卒 )、 右領軍常楽府果毅執失奉節(顕慶三年卒 ) などがいるO それらの
高陽原に葬った人は、 いずれも三品以下の官位を持っているものであるO ちなみに、 その前後、
ほかの地方 で亡くなって、洛陽に埋葬された人もいる。 例えば、『 張仁禅墓誌 J(制作年代は儀鳳
四年) によると、尚書吏部郎中張仁樟 という人が、 儀鳳 三 年に「羅州 之勝業里」で亡くなったが、
翌年「洛州 北部之原 」に葬った。 したがって、祢軍が乾封県高陽里 (原 ) に葬られたこ とは、 特
別に優遇 されたかどうか、 現在判断 できないと言わざるを得ない。(5)
祢軍と祢寒進とは、 同じ一族であり、 また兄弟であるから、祢寒進が葬られた「高陽原 」は、
おそらく羅州乾封県の高陽里であろうO ちなみに、祢寒進の子素士も孫仁秀も皆高陽里に葬られ
ているo �祢素士墓誌、』には「景龍二年八月廿九日、 卒 於徐州 之官舎。 鳴呼哀哉!即以其年卜一
月二日遷窪 子羅州高陽原 、礼也」とあり、『祢仁秀墓誌』には、「越以天宝載庚寅夏五月戊子朔廿
二日己酉、 克葬子長安県之高陽原， 礼也。」とある。「京兆長安県高陽原 」と看倣 されているが
(董延寿 、 越振華、2008年、 王連龍、2011年)、その時乾封県が存在しているから、厳密に言えば
「羅州乾封県」の高陽原 というべきであるo (画像ニ:長安南郊図)
祢軍が唐に帰服してから、 最初に任じられた「右武衛渥川府折衝都尉」の漉川府は、京兆万年
県漉川郷 によって名乗ったとすれば、 羅列、|にある。『玉海』巻 百三十 八「兵制」に引く蘇晃 『会
要』に、「関内 置府二百六十一、精兵二十六万、挙関中之衆、以臨四 方 (関内 に府二百六十ーを
置き、精兵が二十六万有り、 関中の衆を挙げ 、以って四方 を臨む )J とあるように、近畿周辺に、
かなりの軍府が置かれた。『新唐書』巻三十七「地理 志ー 」によれば、 羅州には、 県二十 二と府
百三十ーがある。 ただ、 府の名前は真 化、新城 や太清 など十一府しか挙げ られておらず、「余、
皆逸した」とあるように、 ほとんど名前が散逸しているo �祢軍墓誌』に出てくる「渥川府」は、
こ の散逸した百三十一府の一つで、あろうO
(5)今まで発表さ れた 論著 に は、 高陽原 に葬 ら れた 人物 は高官や貴族 であ るから 、 高陽原 に葬った 祢氏 が優遇さ れ
たと言わ れてい る が、 具体的 な人物を挙げ てこ なかった(董延詩 、 趨振華 、 2007年 、 拝根興、 2008年 、 王連龍 、
2011年)。
< 178> r祢軍基誌』についての覚書一附録:唐代百済人関連石刻の釈文一 (葛)
画像ニ:長安南郊図 (平岡武夫『唐代の長安と洛陽� p80) 
(三)、 祢軍墓誌に見える歴史典拠
『祢寒進墓誌』と同じく 『祢軍墓誌』にも、修辞を 尽くして、 多くの典拠が出てくる。 難 解な
ものもいくつかあるので、 以下のように 『祢軍基誌』に見える歴史典拠について説明してみたい。
まず、「霊文逸文、 高前芳 於七子。汗馬雄武、 撞後 異於三韓。」の典拠である。「七子」とは、
漢末・ 建安時期(196""" 220) の作家孔融、陳琳、 王築、 徐幹、 院璃、 応、場、 劉禎等の七人即ち
「建安七子」であろう。 曹三[5 � 典論・ 論文』に「今之文人魯 国孔融文挙、 広陵陳琳孔障、 山陽王
祭仲宣、 北海徐幹偉長、陳留院璃元聡、汝南応湯 徳礎、 東平劉槙公幹、斯七子者、 於学無所遺、
於辞 無所億、 威自以瞬験駿 於千里 、 仰斉足而並馳。」とあるo r三韓」とは、『後漢書・ 東 夷伝・
三韓』に「韓有三 種:一日馬韓、 二日辰韓、三日弁辰。 ……馬韓最大、 共立其種為辰玉、 都目支
園、 議王三韓之地。」とあるように、 馬韓、 辰韓、 弁韓(辰)を 指す意味であるO 後に朝鮮半島
を 指すようになった。 杜甫 『奉贈太常張卿均十 二韻』に「方丈三韓外 、 昆骨量万国西。」とあるO
墓誌によく出てきて、『扶飴隆墓誌』に「気蓋三韓、 名馳両箱。」とあり、『泉男生墓誌』に「五
部首豪、 三韓英傑。」とあるO また、『難 元慶墓誌』にも「気蓋千古、 誉重三韓。」とあるO
以上のこ とから、 こ の典拠の文意は、 祢軍の祖先の「文才は建安七子ほど低くない。武芸は三
韓の人々より優れる。」と理解する。
次に、「似由余之出戎、 如金碑之入漢。」という典拠について、 すでに指摘されたように、「由
余が西戎を 出て秦に仕えるこ とに似て、 金碑(金日碑) が北秋を 出て漢に入るこ との如く」との
意味である(董延寿 、 越振華、2008年、 王連龍、2011年)。 由余という人物は、『史記・ 秦本紀』
に見られるO 金碍という人物はまた金日碑、 日碑とも呼ばれるo �漢書・ 金日碍伝』の中に詳し
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く記されているO この二 人は 異域の出身者であるが、秦、 漢に仕え、才能によって官職を授けら
れ、賢明の君主を補佐 して、 国家を経略した功績を持っている人物であるo r 広弘明集』巻十 四
「耕惑」に「夫由余出自 西戎、輔 秦穆以関覇業。 日硝生於北秋 、 侍漢武市除危害。」とあるO ちな
みに、『 祢寒進墓誌』にも「宣与夫日硝之輩、 由余之{毒、 議其誠績、較其優劣者失。」とあり、
『 扶鈴隆墓誌』に「比之秦室 、則 由余謝美。方之漢朝、則 日揮慨徳。J、『 黒歯常之墓誌』に「恭聞
日硝為漢之牌、 亦有里実為秦之嫌。」とあるように、 唐に降伏し朝廷に仕える百済人の墓誌には、










があろうO 最近、 東野治之氏は、「風谷」という用語は風神即ち箕伯と関係があり、 箕子朝鮮 の






見られるから、 決して日本国の意味だけに拘束されない。 そもそも「扶桑」は、 日の出でる処
(東方) を意味し、 そこから東方の朝鮮半島と倭国(日本列 島) が仮想的な扶桑国という認識・
理解が誕生したとみられるo I扶桑」が明確に日本を指す用語となるのは宋代であろうO しかし、
宋代の時でも、「扶桑」は日本国を指す言葉としてはまだ定着していなかった。 中国少林寺に現












考えられるO ちなみに、 東野氏は「日本」には新羅を指す用例もあると指摘したが、 新羅人に送っ
た唐詩にある「日本」二 字は、 もともと「日東 」とある可能性が高い。 管見のかぎり、「日本」
が百済を指す用例は見当たらない。
ところで、 唐と高句麗との戦いは、 主に乾封元年(666)九月以降に展開した。 この当時、 唐
は倭国のことについて無関心ではいられなかったはずであるO したがって、「日本儀喉」という
表現も、 白村江の戦いに敗北した倭国を指す可能性も否定はできないだろうO ちなみに、「海表」
「海東 J r東 旗」は唐代 の人々がよく使ったが、「海左 J r獄東 」などはあまり使われない表現で、







以上のことから、 この典拠の文意は、「時に、 日本の飴 喉、 扶桑に拠りて以て訴を連れ、風谷
の遺目亡、盤桃を負いて阻固す。」と理解すべきであるO
最後に、「量旨蟻馳易往、 霜凋馬陵之樹。 川閲難留、風驚 龍騒之水。」という典故について、説
明してみたい。「馬陵」とは、 現在河北省大名市の東南の地名であるo r 史記・孫子呉起列伝』に
「孫子度其行暮嘗至馬陵。 馬陵道険、 而芳多阻盤、 可伏兵、 乃研大樹白市書之日: J寵滑死於此 樹
之下。(中略)鹿沼 果夜至研木下、 見白書、 乃鎖火燭之。 読其書未畢、 斉軍万湾倶護、 貌軍大乱
相失。鹿滑自知智窮兵敗、 乃自到。」とあるO つまり、鹿沼(? "-'紀元前342)という軍事家は、孫
子(? "-'紀元前316、孫臆のこと) に「馬陵」で伏兵を設けられて、「馬陵」の木に書いた rJ寵滑
死於此 樹之下」を見たとき、 寄で射殺された。 その後、 北周庚信(513"-'581) r 周大将軍上開府
広鏡公鄭常墓誌銘』に「置陣繁陽、 麿兵官渡、平陰聴鳥、 馬陵書樹。」とあるように、「馬陵書樹」
は典型な戦いの代 名詞になる。 ただ、 ここで、鹿渦の優れた軍事才能を充 分に発揮せずに死んだ
との意味であろうO
「龍醸」とは、晋の功臣、龍蟻将軍王溶(206"-'286)のことを指す。『晋書・王溶 伝』に彼のこと
が詳しく記されているO 軍事才能が優れた王溶 は、龍騒将軍に任じられ、 水軍を訓練し、2000余
人が乗れるほどの戦船を造り、「舟栂之盛、 自古未有」とあるように、 呉国の水軍を敗り、 更に
孫呉を滅ぼし、三国の統 ーを促した、巨大な功績を持っている人物である。 だが、 彼は嫉炉され
て処罰されたこともあった。
以上のことから、 この典拠の文意は、「蟻(太陽) が馳せ、 往るのが易しく、 霜が馬陵の樹に
凋落するO 川が聞き、留めるのが難 しく、風が龍醸の水に驚 」くように、祢軍の優れた軍事才能
を充 分に発揮せずに死んだことが残念だと理解するO
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おわりに
以上のように、『 祢軍墓誌』について、(1) 祢軍墓誌の形態、(2) 中国で出土した唐代百済人
墓誌、(3) 祢軍の出身と官品・勲位、(4) �祢軍墓誌』に見える地名と歴史典拠、 という四 節に
分けて考察してみた。




ける 『祢軍基誌』の位置づけ及び 「祢寒進墓誌』との比較を行った。 在唐活動や功績(活躍・役
割) について顕彰できるものは、祢軍は祢寒進より多いし、祢寒進より葬式の等級が高いと述べ
た。
(3) について、祢軍の官位は祢寒進より低く、 勲位(名誉職など) が高いことが分かる。 また、
(2) の結論を踏まえて、 弟の祢寒進は、百済王義慈を唐に帰順させた祢植と同一人だと指摘した。
(4) では、祢軍の墓地から彼が優遇 されたことが確認できないと指摘した。 また、祢軍の才能
を褒める語句として使われるもので、 かなり文言を駆使するだけでなく、歴史典故をモチーフと
して、 彼の功績を顕せる銘文を作ったと述べてみた。
以上、祢軍墓誌について、 試みに四点考察してみた。 今後、 より適切な調査を行い、祢軍墓誌
が早めに公表されるよう期待したし、。 また古代東 アジアの国際情勢と人流における祢軍一族は唐・
百済・新羅・倭国の四国でどう認識されたのか、 今後の課題としたい。
なお、 本稿は、 荒木敏夫先生のお勧めで執筆してみたが、 文字数の制限を超えたので、I�祢軍
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附録:唐代百済人関連石刻の釈文
凡例:
(ー)、 墓誌銘の原 文字をできるだけ忠実に再現するため、 一部の文字を旧字体で抄録することO
例えば、「済」は「瀦」と、「国」は「園」と、そのままに録す。
(二)、 句読点を書き入れるため、 原 墓誌の空格を明示しないで写すが、 換行の場合は符号/で
表し、 閥字の場合は口で表すことO






公諒隆、 字隆、 百済辰朝人也。 元日口孫啓昨、 場谷橋雄 、 割擦一方、跨踊/千載。 仁厚成俗、
光揚漢史。 忠孝立名、 昭彰菅策。 祖嘩、百済圏玉、 沖橋 清 /秀、 器業不群。 貞翻年、詔授開府・
儀同三 司・柱園・帯方郡王。 父義/慈、 額慶年授金紫光職大夫・衛尉卿、果断?冗深、 聾芳 濁劫。
趨藁街而休/化、 績著来王。 登練署以開策、 慶流遺胤。 公幼彰奇表、 夙挺環姿、 気蓋三 /韓 、
名馳雨箱。 孝以成性、 慎以立身、 揮善而行、 聞義能徒。 不師蒙衛而口/議J断工、 未事孫呉而六
奇聞出。 額慶之始、 王師有征。 公遠望天人、深知/逆JI関、奉弥委命、 削妊錦仁。 去後夫之凶、
革先迷之失。 款誠押至、 褒賞存/加。 位在列卿、 楽貫蕃(1)園。 而馬韓鈴属、 狼心不俊、 鴎張遼
海之漬、 蟻結丸/ù-'之域(2)。 皇赫斯怒、 天兵耀 威。 上将擁施、 中樺奉律。 呑唾之算、 難/菓廟
謀。 綴撫之方、 且資人事室。 以公為熊津都督、 封百済郡公、 何/為熊津道惚管兼馬韓道安撫大使。
公信勇早字、威懐素治、 招携白落、/忽若拾遺、 男滅姦旬、 有均沃雪。 尋奉明詔、修好新羅。
俄休/鴻恩、 陪観東岳。 勅庸累著、 寵命日隆、 遷秩太常卿、 封王帯方郡。 公事君/掲力、 街節
亡私、 屡献勤誠、 得留宿衛。 比之秦室、 則自余謝美。方之漢朝、/員iJ日硝窓徳。 難情深匠慨、
而美灰維幾。 目芝薬竿徴、 舟墾潜徒、 春秋六十/有八、 莞於私第。 贈以輔園大将軍、 誼日(二字
空格がある一一筆者の注)。 公檀操堅懇、 持身謹正、 高/情濁詣、 遠量不覇。 雅好 文調、 尤玩
経籍。 慕賢才如不及、 比撃利於遊塵。 /天不怒遣、 人斯膏悼、以永 淳元年歳次壬午十 二月庚寅
朔廿 四日突酉/葬於北郎清 善里、 躍也。 司存有職、敢作銘云:/
海隅開族 、 河孫数祥。 崇基峻崎、 遠派霊長。 家聾克嗣、 代業途昌。 漂流波/水、威稜帯方。 台余
慶不孤、 英才継盟。 執ク]\貞惑、 載其忠勇。 御園身軽、 亡家/義重。 遁遵王曾、 遂麿天寵。 桂婁
(\ )周紹良・ 趨超主編 『唐代墓誌、最編 (上)J、 董延寿・j由振華「洛陽 、 魯山 、 西安 出土的唐代百済人墓誌探索」 に
「藩」 とあ る が、拓本を詳細 に見 る と 、 「蕃」 と 判読で き る 。












2．黒歯常之墓誌   



















（3）この口（判読不能）字は周紹良・趨超の上掲書、董延寿・趨振華の上掲論文に空格と見なされているが、「情軌   
聞達」四字と対句として使われるから、やはり一文字があるべきであろう。  
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河源道経略/大使、 諸軍取其節度。 赤水軍大使尚書劉審穂、 既為敗夜、 諸将莫不憂J躍。 府君濁
立高闘之功、以湾其難 、 轄/左武衛将軍、代敬玄為大使、 従風聴也。 府君傍無聾色、 居絶翫好。
枕籍経書、有祭遵之樽組。 懐離明略、 岡本土/預之控旗。 古月塵痛清市遺馬肥、 漢月昭亮市天狐滅。
出師有頒、 入凱成歌、 遷左 鷹揚衛大将軍・燕然道副大/捻、管。 垂扶之季、 天命将革。 骨卒 線、
狂賊也、 既不賭其徴。 徐敬業、 逆臣也、 又不量其力。南静准海、 北掃/路頭、 並有力罵、故威
聾大振 。 制日:“局度温雅、 機神爽培、 夙践仁義之途、 宰踏廉貞 之域。 言以昭行、 事/以潤婦、
屡摺、戎屠、 毎申誠致。 可封燕園公、 食邑三千戸、 例改授右武威衛大将軍・神武道綬略大使、 余
如故。"j於是董蕊時勇、 男彼兇狂。 胡馬無南牧之期、 漢使静北遊之望。 霊夏衝要、 妖濁是謄、
君之威聾、無以為代。 又jï陣為懐遠軍経略大使、以遇遊気也。 属禍流群悪、 費起孤標、 疑似一
彰、玉石斯混。 既従下獄、 愛隔上育、 義等/絶頑、 哀同仰薬、 春秋六十 。 長子俊幼丁家難 、 志
雪遺憤、誓命虜庭、 投躯漢節。 頻展誠致、 屡振 功名。 聖暦元年、/菟滞斯襲、 愛下制日:“故左
武威衛大将軍・検校左羽林衛・上柱園・燕園公黒歯常之、 早襲衣/冠、 備経騒策、 盃摺、師律、
載宣績致。 往選飛言、 愛従訊獄、幽憤碩命、 疑罪不分。 比加検察、 曾無反状、 言念非車、/良
深瑳慨。 宜従雪免、 庶慰鐙魂、 i曾以寵章、 式光泉壌。 可贈左玉鈴衛大将軍、 勅封如故。 其男遊
撃将軍・行蘭/州、|贋武鎮将・上柱園俊、 自嬰家宅金、 屡穀赤誠、 不避危亡、 指躯街園、 宜有褒録、
以申優奨。 可右 豹翰衛掬府左 /郎将、 動如故。"卑以聖暦二 年萱月廿 二日救日:“燕園公男俊所請
改葬 父者、 贈物一百段。 其葬事|慢/幕手力一事、以上官供、 何令京官六品一人検校。"即用其年
二 月十七日奉遷子郎山南官道北、 謹也。 惟府/君孤峰偉絶、 材幹之表也。 懸鏡虚融、 理曾之蓋
也。 言寡而意博、無枝葉之多蔽。 謀動而事成、 有本末之童美。 /夙夜匠慨、 心存於事上O 歳寒
不移、 志在於為下。 非君子之所関懐、 必不入於思慮。 非先王之所胎訓、 必不出/於企想。 自 推
毅軍門、 建節遺塞。 善顕者不能加悪、工審者不能増美。 智者見之謂之智、 仁者見之謂之仁。 至
/於推財忘己、 重義先物、 難勿リ首不顧其利 、 傾身不改其道。 由是情夫為之勇、 貧夫為之廉。 猶
権衡之不言、 而/斤雨定其謬。 駒勝之絶足、 市驚胎知其遠。 至於吏能貞 幹、 走筆市隻壁自 非。
翠賞人倫、 守歎而千金成債。 固/ 非嘗世之可致、 蓋抜翠之標准也。 栄辱必也、 死 生命也、 荷同
於踊、 何必終於婦人之手突。 余嘗在軍、 得参義/府、 感其道、 煩其功、 乃為銘日:j
談五岳者、 不知天台之 翠扉也。 観四演者、 不悟雲洲之丹栄也。 恭聞日碑為漢之碑、 亦有里美為
秦之梯(6)。 荷/ 云明哲、 輿思殊絶、 所在成費、 何往 非断。 惟公之自 東 今 、 如春之揚風令。 文物
資之以動色、 聾明件之以成功/令。 悠悠娃腕、 粛粛軒蓋。 撃鴻鐘、 鼓鳴籍。 云誰之策、 伊我徳
聾。 四郊無戎馬之患、 千里拝公侯之城 。 動績既展/突、 忠義既額失。 物有思乎貞 剛、 行有高而
則傷。 中峰落其仰、幽壊論其光。 天下為之痛、海内 哀其良。 /天翠斯孔、 褒及存亡。 余貫感慕 、
為之頒章。 寄言不朽、風聴無彊。/
筆者の案:
『 黒歯常之墓誌』は 『 黒歯俊墓誌』とともに1929年に出土した後、李根源氏に購入され、蘇州
に持っていかれた。 現在、『 黒歯常之墓誌』と 『 黒歯俊墓誌』を含む 収蔵の墓誌百点は南京博物
(6 )周紹良・ 趨超 の上掲書 、 董延寿・ 趨振華 の上掲 論文に「梯」とあ る が、『 韓国古代金石文 1 � に「梯」とあ る 。
拓本 によって「梯」と 判読で き る 。
< 186) r祢軍基誌』についての覚書一附録:唐代百済人関連石刻の釈文一 (葛)
院に保存されているが、 墓誌蓋が不明であるO
現在、 拓本は、『 北京図書館蔵中国歴 代石刻拓本最編』第 18 冊第152 頁、『 陪唐五代墓誌葉編
(洛陽巻)J第7冊第147頁、『 唐代墓誌』第31頁などに収録されている。 また、 目録は、『 洛陽出土






公誰俊、 即唐左領軍衛大将軍・燕園公之子駕。 分邦海演、 見美玄虚/之賦。 橋酋津園、 取重太
沖之詞。 織種落於退荒、積衣冠於中園。 立功/立事、 懸名於董月之旗。 為孝為忠、 紀徳於繋年
之史。 曾祖加亥、 任本/郷 刺史。 祖沙子、 任本郷 戸部尚書。 並玉挺荊山、 珠光蔚浦。 耀 錦衣於
/日域、 風化大行。 撫仙署於天涯、 星(7)台時欽。 父常之、 皇朝左武衛大/将軍・上柱園・燕園
公・贈左領軍衛大将軍。 材-冠孤臣、 行光金氏。 功蓋/天地、 仲嬬之任将軍。 賞茂山河、 部爽之
封燕園。 死 而可作、 褒贈載祭。 /公菓訓将門、 夙懐武略、 陶謙児戯、 即列控旗。 李虞所居、 必
園軍陣。 由/是負燕領之遠略、 挺猿管之奇工。 弱冠、 以別奏従梁王華西道行、 以/軍功授遊撃
将軍、 任右豹翰衛掬府左 郎将、 俄遷右 金吾衛掬府中/郎将、 上住園。 高践連雲之閥、 {府従秋省
之続。 現菅代之華沼、 盛漢年/之車服。 方翼七葉胎慶、 以享西漢之策。 宣冒二竪作口、 俄従北
斗之/名(8) 。 以神龍二年五 月廿三 日選疾、 終洛陽牒従善之口、 春秋叶一。 烏/呼!城 府楓駕、
邦園珍痔。 惟公志気雄 烈、 宇量高深、 雄太上立功、 勧勢/苦戦。 市敷奇難偶、 寛不封侯。 奄及
磁良、 朝野痛惜。 即以神龍二年歳/次景午八月壬寅朔十 三日葬於北町山原 、 龍也。 途移楚挽、
路引周篇。 /��将閥、 黄腹遮掩。封崇既畢、 翠柏方深。 紀飴 恨於埋玉、 庶碑字之/生金。 銘日:
/於維後唐、 求賢以理 、 類嘗見用、 粍侯入仕。西戎孤臣、 東 夷之子、 求/如(9)不及、 片善斯紀。
其一。 紀善実謂、 加之冠線、 忠以立動CIヘ孝以揚名。 允失/皇考、 早働清貞 、 孝哉令嗣、無墜
厭撃。 其二 。 厭聾伊何?将門武徳、受命/分閥、 立功異域。 克定禍乱、 掃除気屋、 寄鐘賞賢、
車服表徳。 其三。 車服伊/何?金吾最盛、 美央夫子、 麿蕊寵命。 高関連雲、華紹昼映、 享此積
善、 糞/t専飴 慶。 其四。 齢 慶不延、 俄終小年、 梁木斯 壊、 彼蒼者天。挽悲蕎里 、 篇喝/松肝ω、
ー 埋白目、 永盤黄泉。 其五 。 /
(7)周紹良・ 越超の上掲書 に口( 半IJ読不能) とあ る が、 董延寿・ 越振華の上掲 論文に「星」とあ る 。 現在、拓本で
は判読で き ないままであ る 。
(8)周紹良・ 趨超の上掲書、 董延寿・ 越振華の上掲 論文 に「北斗之召」とあ る が、『 韓国古代金石文1 j に「北升之
名」とあ る 。拓本 によって 「北斗之名」と 判読で き る 。
(9)周紹良・ 越超の上掲書 に 「求」 字と 「如」 字との聞 に 口( 判読不能) とあ る が、 現在、拓本 によ るともともと
空格と 判断で き る 。 理由 は不明であ る が、「受命」の後 ろも 一字空格 があ る 。
(0)董延寿・ 趨振華の上掲 論文に 「績」とあ る が、拓本 によって「動」と 判読で き る 。
山周紹良・ 越超の上掲書、 董延寿・ 越振華の上掲 論文 に 口( 判読不能) とあ る が、 呉綱編『全唐 文補追j(第二
輯) に「肝」 字と見 なさ れてい る 。 現在、拓本で は判読で き ないままであ る 。








4．難元慶墓誌   
















（12）この口（判読不能）文字は那本性・李秀搾主編『新中国出土墓誌・河南巻（壷）』に七字と見なされているが、   
拓本によると八字である。  
（13）都本性・李秀搾の上掲書に「令」とあるが、拓本では判読しにくいが、「令」ではない。董延寿・趨振華の上掲   
論文に「命」とある。これに従うべきであろう。  
（14）那本性・李秀揮の上掲苔に□（判読不能）とあるが、拓本によって「能」と判読できる。  
（15）郎本性・李秀搾の上掲苔に口（判読不能）とあるが、萱延寿・趨振華の上掲論文に「俄」とある。現在、拓本   
では判読できない。  
（16）董延寿・趨振華の上掲論文に□（判読不能）とあるが、郎本性・李秀搾の上掲書に「氏」とある。現在、拓本   
では判読できない。  
（17）董延寿・趨振準の上掲論文に「姓」とあるが、拓本によって「性」と判読できる。  
（18）那本性・李秀搾の上掲書に口（判読不能）とあるが、董延寿・趨振華の上掲論文に「賞」とある。現在、拓本   
では判読できない。  
（19）那本性・李秀揮の上掲書に□（判読不能）とあるが、拓本によって「潔」と判読できる。  
（20）彗延寿・趨振撃の上掲論文に「充位」とある。拓本では判読しにくいが、「充位」ではない。和本性・李秀搾の   
上掲書に「剋往」とある。これに従うべきであろう。  



















の誤りである。   
現在、拓本は、『隋唐五代墓誌彙編（河南巻）』第1冊64頁、『新中国出土墓誌・河南巻（童）』  
231頁などに収録されている。また、目録は、『唐代墓誌所在総合目録』（改訂版）133頁に収録さ  




5．祢塞進墓誌   
蓋の銘文：  
大唐故左／威衛大将／軍弥富進（24）／墓誌之銘  




（24）墓誌の蓋に一般的に名前を書かなく「府＝君」や「君」が使われるが、『祢定進墓誌』の蓋には名前「塞進」を明   
示している。異例であろう。  































「梶」「帳」とあるようだが、唐の太宗『慶喜宮賦詩』（『唐会要』巻三十三、『玉海』巻二十九や『全唐詩』巻一   
に収録される）に「貞観六年九月二十九日己酉、幸慶喜宮、宴従臣於滑濱、賦詩十寵日、卑余承累聖、懸弧亦   
在嘉。指鷹八荒定、懐柔万国夷。梯山盛入歎、駕海亦来恩。畢干陪武帳、日逐衛文棉。」とあることから、童延   
寿・趨振撃の上掲論文の釈文に従うべきであろう。  
（26）ここでは、「発智妖」三字しか見られないが、ほかの銘文対句が皆四字であるから、恐らく一字が漏れたのであ   
ろう。  
〈190〉『祢軍墓誌』についての覚書一附録：唐代百済入関連石刻の釈文一（葛）   
九廟之繁秘今、 五漢之慶流。 有朱虚之定計、 過河間之好古。 允所謂/朝廷之羽儀、 園家之藩(27)
持論也。 其事業有如此者、 皆太妃起家而有之日。 開元/中、 有制封為王妃。 惟内之則 、 賓邦之媛。
以敬克修其償請E、 以順能成其絹陸。 /以正而乗於柔嘉、 以徳同(勾)聞其妬思。 敬者櫨之格、 11慎者
義之和。 正者身之経(29)、 徳者/行之口。 日後能祭、 則 致其福恵 。 必治於親言、 不出於閤闘。 教
以周於中外 。 王所/以梁得 其賢才(3ヘ妃故能長守其富貴也。 外受方伯、 入為公卿、 廿 年間並享
/天様。 宜其准南得道、 王母登仙。 還丹不成、 為薬所誤。 先王遺世而 巳久、 太妃/持門市不失
訓。 五子市並良経(叩。 賢ー而嗣位。 十九年有制、 冊為太妃、 復以子/也。 鳴呼!川無停水、 歳
則 閲人。 流者 非 向時(犯)之波、 来者亦遠行之客。 自 古皆往、 其能/長生!以廿六年八月九日菓子
崇賢之里 (お)第。 春秋附九。 其年戊寅建子之月既望/錦耐子先王之盤。 躍也。 惟王先太妃而襲、
備詳子前志。 及太妃之同穴/也。 故重載子弦。 有子五人、 長日太子家令税王 臣、賢而梁善、 孝
以停園。 次日太子/典設郎承昭、 又其次日太子通事舎人承蟻、 又其次回左 金吾兵曹承峻、 季日
太/子典設郎承H至等、 士林之秀、 公挨 之華。 自 執親之喪、 而水策不入。 猶疑其往、 廃所/震哀。
懐高陵深谷之遷、 謀地久天長之事。 以渉恭麟蓋之故吏、 又鶴披之近臣。 謂/登龍門者、 高見其
家風。 入鳳池者、 常操(34)其倫翰。 {卑(お)存貫録、 敢不直書。 但且 紀以/歳時、 宣望懸諸日月O 銘
日: /東方君子今、 異姓諸王。 克生淑女今、 休有烈光。子騎其誰今、 惟敏之園。 其儀可像/今、
賓内之責。 夫為天人今、 子亦天人。 妃又太妃今、 夫子之目。 王既浸今、 /妃亦逝。 泉適開今、
今複閑。 子子孫孫相縫世。 /開元廿六年十 一月十五日。 /
筆者の案:
『 扶儀氏墓誌』の出土情報は、 張趨「唐嗣磯王李箆墓誌考J(�唐研究』第十 二巻 、 北京大学 出
版社、2006年)に発表されたが、釈文や拓本が公開されなかった。 その後、 張組、 王幼軍「唐
『 故貌王妃扶余氏墓誌』考J(�碑林集干IJ J第13輯、2007年)に発表され、釈文と拓本を 載せた。
江川式部氏からこの文章を いただいて、釈文を 行ってみた。 ここに記 し て感謝 し たい。
張組、 王幼軍の論文によると、 扶余氏の墓誌蓋は陰刻築書で「唐故磯王妃扶余誌銘」を 3 行 9
字で書かれるO 誌石は長さ70cm、 幅74cm、 厚さ 9 cmで、 銘文は30行あり、 毎行31字のように配置
され、 楢書であるO 撰文者は朝議郎守中書舎人安定梁渉という人である。
(27) 張組、 王幼軍「唐『 故覗王妃扶余氏墓誌』 考」 に「濡」とあ る が、拓本 によって「藩」と 判読で き る 。 ち なみ
に、 「潜繍」 用 語 は古典 に は見 当たら ない が、 「藩潮」 一語 はよ く見ら れ る 。唐 の 張九 齢『唐 故開府儀同三司行
尚書 左丞相燕園公贈太師張公墓誌銘』 に「翰飛民天、 羽儀清朝 。」とあ る 。 清『東京新 建繭陀輔寺碑記』 に「昔
王 為知苦海 無退、 回頭是岸。 切寵柴於北 閥、 作藩翰子東京。」とあ る 。
(28) 張組、 王幼軍の前出論文に「岡」とあ る が、拓本 によって「岡」 字で は ない 。
( 29) 張組、 王幼軍の前出論文に「軽」とあ る が、拓本 によって「経」 字と 判読で き る 。
(30) 張組、 王幼軍の前出論文に「口J( 半1]読不能)とあ る が、拓本 によって「才」と 判読で き る 。
(3D張組、 王 幼軍の前出論文に「櫨」とあ る が、拓本 によって「縫」 字で は ない 。
(32) 張組、 王 幼軍の前出論文 に「持」とあ る が、拓本 によって 「時」 字と 判読で き る 。 ち なみ に、 漢 の 買誼『 過秦
論』 に は「非及 向時之 士也。」とあ る 。
(33) 張語、 王 幼軍の 前出論文に 「王」とあ る が、拓本 によって 下の 部分が 「土」 字と 判読で き る 。「里」 字と見ら れ
る 。「王」 字の 場合 は、 避詳のため 前 に空格 があ る 必要であ ろ う 。
(34) 張趨、 王 幼軍の 前出論文 に 「撰」とあ る が、拓本 によって「撰」 字と 判読で き る 。 ち なみ に、 操翰と は撰 文す
るとい う 意味であ る 。『新唐書 ・ 日 温伝』 に「温操翰精富、 一時流輩推尚。」とあ る 。
(35) 張組、 王幼軍の前出論文に 「碑」とあ る が、拓本 によって「伴」 字と 判読で き る 。






莫数以濁啓山林、 掩経江漢。 子文以三登令戸、 遂覇 諸侯。 人物雄子一方、 錫胤昌 /於寓葉。 震
基積派、海島之達 荊星。玉潤珠明、 下巌之接随躍。 忠為園費、 孝賓天資。 /園有其材、家稀代
職。 存諸史冊 、 可略詳言。 公誇素士、 字素、 楚 閤那珊人也。 自 鯨魚/蹟琴、龍馬浮江。 拓抜以
勤騎南侵、 宋公以強兵北討。 車し坤場類、 君子滅跡於屯蒙。 /海内 崩離、賢達違邦市遠逝。 七代
祖嵩、自准澗浮於遼陽、 遂為熊川人也。 曾祖真、/帯方州刺史。 祖善、 随任莱州刺史。 父寒進、
入朝為帰徳将軍、 東 明州刺史、 左威衛/大将軍。 時橋忠議、家檀勅門。 剖竹為 符、昔時専寄。
馳軒問痩、 是 頼仁明。 撃門申百/戦之功、 登壇臆三軍之選。 公以父資入侍、貴族推賢。 談笑而
坐得 軍謀、 指麿而暗/成行陣。 年十 五 、 授遊撃将軍。 長上父宿衛近侍、 改授龍泉府右 果毅、 又
改龍原 府/左果毅、 臨樟府折衝。 加三品、 左豹輔、衛左 郎将、 又授右 鷹揚衛右 郎将、 左 監門中/
郎。 長安三年、 制充 清夷軍副使。 建迂鳴玉、 求 蒋酒而従軍。 始賀執金、 寵伏見而/輔園。 加来
遠郡公、 鈴 悉知故。 神龍元年、 授左武衛将軍。 曹文重戚、 首謄嘉招。 萄羨/幼年、 俄聞奨擢。
羽林清禁、 上懸郎将之星。 高閣連雲、 側イ宇虎貫之直。景龍二年六/月、奉使徐売等附九州 存撫。
総倫満路、 邦守負寄以先駈。 軒蓋盈街、 王公傾城 而/出銭。 方糞便宜入奏、 封漢制而推多。 宣
謂夢媒成災、 召秦盤而不救。景龍二年八/月廿九日、 卒 於徐州 之官舎。 呼鳴哀哉!即以其年十
一月二日遷墜於羅州高陽/原 。 鵡也。 将軍蓄量、 忽愛新埜。 天子臨朝、 猶思大樹。 公自幼及長、
揚名愛親。 寝息無/忘於忠誠、 言談不途於鵡義。 童年結綬、 不以地勢矯人。 社室{専封、 不以勅
容倣物。 /丹揮陛戟、 姦臣畏威市寝謀。 紫塞揚麿、 賠虜聞名而遁去。 爪牙是 託、 蕃拝依帰。 所
/謂斯人、 邦之良也。 子仁秀、 仁徽、 仁傑、 仁彦、 仁俊等銀銭克業、 斡轟承家。 書剣之術/早
成、 公侯之資必複。 彩衣推孝、 未極莱氏之敵。 石榔関銘、 忽見藤公之兆。 茄茶均/痛、 涙栢擢
心。 恐陵谷潜移、 蔓山之為漢水。 陰陽遷貿、海島之愛桑田。 庶 愚窪暖之/文、 遂鍍薬重之石。
銘日: 赫赫我祖、 奄管南 土。 令伊橋功、 開封建字。 子孫/錫胤、 英賢接武。 遂啓宗紡、 始停王
父。 其ー 。 蘭閣披圏、 儒林振 葉。 永 嘉中把、 名流喪業。 /貌氏雄 飛、 宋公居掃。 郊原 版蕩、賢
人利渉。 其二。 東 浮鯨海、 北有雄 津。 休屠侍漢、角里/違秦。 背 簡L厭為、 観風識真。 千年聖主、
累葉名臣。 其三。 絞佼童年、 況祝美量。 是標代胃、/穆傾朝望。 事剣従軍、升壇奔将。 入侍皇
極、 出平夷障。 其四 。 使車東 遇、凶腕西 飛。悲/纏宰輔、 痛激震問。 地過墳出、 田荒路微。 栄
華共壷、 今古同帰。 其五。 寂寂山門、幽幽/泉戸。 東 望玄覇、 西連下柱。 撒隣雲愁、松庭月苦。
空昔輔漢、永 埋征虞。 其六 。 /
筆者の案:
『 祢素士墓誌』は、 墓誌蓋が陰刻築書で「大唐故祢府君墓誌銘」を3 行9 字で書かれる。 誌石
が30行あり、毎行31字のように配置され、楢書であるO






随末有莱州刺史祢善者、 蓋東 漢平原 処士之後也。 知/天厭随徳、 乗梓鼠海、 遂至百済園。 王中
其説、 立為丞相、 以園/聴之。 泊子寒進、 世官象賢也。 有唐受命、 東 討不庭、 即引其王/帰義
子高宗皇帝、 由是奔:左威衛大将軍、 封来遠郡/開園公。 父子之事、 殊所曾時也。 去就之理 、 合
所 由道也。 語云:/賢者避地。 書云:必有忍、 其乃有演。 惇日:不在其身、 其在後嗣。 /是 之
謂乎 ? 寒進生素士、 襲父封、 仕至左武衛将軍。 君諒仁秀、 /即武衛府君之長子也。 少以将種、
銀印赤戟、 累授明威将軍、 /右 犠衛郎将。 尋以元帥連坐、 左 為秦州三 度府果毅。 歴汝州/梁川
府果毅、 税州金門府折衝。 菓命不遣、 関元十五年終子/臨桃軍之官合、 為毒五十三 失。 鳴呼!
遺孤未杖、 越在 異 郷 。 家/僕護 喪、 帰子奮里 。 夫人河南若干氏、 綴州刺史祁陥之女也。 /公殻
之後、 播持露立、 保成幼志、買用婦功。 一男二女、 克致/婚冠。 初夫人送元女子幽州 宜線、 久
而不返 。 遂以廿 七年十/一月六 日 卒 子婿氏之別業、 春秋六十 一。 離F賓客士、 星歳 再/周。 越以
天費載庚寅夏五月戊子朔廿 二 日 己酉克葬子長/安 鯨之高陽原 、 櫨也。 其子日適、 追報所夫、慰
弦明霊、 志彼幽/壊。 銘日:/
存離居波異 土， 我生鮮 歌、 王事廃監。 二 紀子蕊、 成葬便時。 有/子克報、於嵯孝思。 /
筆者の案:
『 祢仁秀墓誌』は、 墓誌蓋が楢書で「大唐故祢府君墓誌銘」を 3 行 9 字で書かれるO 誌石が21
行あり、 毎行23字のように配置され、 棺書である。
『 祢仁秀墓誌』は上記の 『 祢素士墓誌 Jと共に、2010年に出土され、20日年8月29 日西安で開催
された「西安地区中韓歴史文化交流学術会」 という シ ン ポジ ウ ム で、釈文の一部が公表されたが、







公誇軍、 字温、 熊津山田夷人也。 其先与華同祖、 永 嘉末避簡L適東 、因遂家駕。 若夫/窺貌鯨山、

































10．扶飴氏造像記   
河南省洛陽龍門石窟第○八上土窟左側に「一文郎将妻扶飴氏」などの錆文がある。この緒文は  
十二字で、六行、毎行二字で配置されている。以下のようである。   
一文／郎将／妻扶／飴氏／敬造／両区。／  
筆者の案：   
この「扶鈴氏造像記」の番号は1335号である。釈文は劉景龍、李玉昆編『龍門石窟碑刻題記彙  
録』（中国大百科全書出版社、1998年）第304真に載るが、拓本や実物の写真が掲載されなかった。  

























（43）『韓国古代金石文Ⅰ』に「口」（判読不能）字が□□（二文字）とあるが、『金石拳編』、神谷麻理子の前出論文   
ににはロロロ（三文字）とある。  


















巽中女也。   
この『大唐口部将軍功徳記』の制作は神龍三年（707、即ち景龍元年）八月に完成したのであ  
るが、神龍二年三月に造り始めたことから、神龍二年五月に亡くなった黒歯常之の子黒歯俊のた  







（45）『韓国古代金石文Ⅰ』に「口」（判読不能）字が口□□ロロ（五文字）とあるが、神谷麻理子の前出論文にには   
□（一文字）とある。  
（46）『金石琴編』に「口□」（判読不能）とあるが、『韓国古代金石文Ⅰ』、神谷麻理子の前出論文には匡割とある。   
これに従うべきであろう。  
（47）『金石琴編』、神谷麻理子の前出論文に「口」（判読不能）とあるが、『韓国古代金石文Ⅰ』には園とある。   
〈196〉『祢軍墓誌』についての覚琶一附録：唐代百済人関連石刻の釈文一（葛）   
記 さ れている:
左 騎衛将軍論弓仁、 右 金吾衛大将軍勿部向、 左領軍衛郎将嬬本衛将軍張真 楢、 単子副都護 服
懐 亮、 右領軍衛中郎将王海賞、 前朔州刺史劉 元+皆、 右武衛郎将楊楚 客、 井州 定清武果毅元粛
然等頗牧為用、 関張其敵。 懐 才{周僕、 嘗逝百勝之功。 立志経営、 備習九章之訓。 弓仁及殉並
可前鋒線管、真 楢可左 虞侯線、管、 懐 亮可右 虞侯線管、海慶、元中皆、 楚 客、 粛然等並可行軍縮
管。
これによって、 勿部殉は金吾衛大将軍という任官を在任中、「頗牧為用、 関張其敵。 懐 才イ周{葉、
嘗逝百勝之功。 立志経営、 備習九章之訓」と さ れて、 兵部尚書挑崇が霊武道行軍大線、管として北
伐を行ったとき、 「前鋒線管」に任じられた。 この右 金吾衛大将軍は 『 大唐口部将軍功徳記』に
見られる「右 金吾衛将軍」と一致していることから、「口部将軍」は勿部殉のことであろうO つ
まり、景龍元年十 月には、「右 金吾衛将軍」であるが、 開元二年(714)二月になり、 右 金吾衛大
将軍に昇叙 さ れたと思われる。
ちなみに、『 大唐口部将軍功徳記』の末尾の「景龍元年」 題記は、 拝根興氏が拓本によって
「神龍元年」と見なし、 郭謙光の筆誤だと主張したが、 王示日 『 金石翠編』に「景龍元年」とある
ことから、 奔氏の誤りであろうO 奔根興「入郷 随俗:墓誌所載入唐百済遺民的 生活軌跡一一兼論
百済遺民遺跡J cr陳西師範大学学報(哲学社会科学 版)J2009年第 4期)を参照さ れたい。
なお、『 大唐口部将軍功徳記』の釈文は、『韓国古代金石文 I J第578-579頁などに収録 さ れて
いるO また、 最近の釈読について、 :j3'龍九 『 中国出土韓国古代遺民史料幾種 J cr 韓国古代史学会』
第32輯、2003年)、 神谷麻理 子 rr 大唐勿部将軍功徳記』と天龍山石窟の唐代窟についてJ cr愛知
県立芸術大学紀要』第36号、2006年)などを参照さ れたい。
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